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【要 旨】 

目的：本研究は運動器疾患患者を対象に Life-Space Assessment (LSA)を用いた生活空間に関する研

究についてナラティブレビューを行い，この分野における研究の最新動向を把握するとともに，今後の課

題を明らかにすることを目的とした． 
 
方法：文献収集は 2019 年 5 月までに公表された論文を PubMed，医学中央雑誌 WEB 版のデータベ

ースを用いて文献検索を行った．検索に用いたキーワードは，英文誌については “life-space mobility”
を“musculoskeletal disorders”, “orthopaedics” , “knee osteoarthritis” , “total knee arthroplasty” , “hip 
osteoarthritis”あるいは“total hip arthroplasty”で AND 結合したものを，和文誌については「生活空間」

を「筋骨格障害」，「整形外科」，「変形性膝関節症」，「人工膝関節全置換術」，「変形性股関節症」あ

るいは「人工股関節全置換術」で AND 結合したものを用いた．そして採択基準に基づき，必要なデー

タを抽出した． 
 
結果：採択論文 14 編すべてが日本で実施されており，研究デザインは横断研究 8 編  ，前向きコホート

研究 5 編，非ランダム化比較試験 1 編であった．採択論文は 1）LSA の回復過程を調査した論文が 3
編，2)LSA に影響を及ぼす因子を検討した論文が 8 編，3) LSA をアウトカムにプロトコールの効果を比

較した論文が 1 編，4) LSA とそのほかのアウトカムとの関連を検討した論文が 4 編，5)LSA を改善する

ための介入研究が 1 編であった． 
 
結論：運動器疾患患者の生活空間に関する研究は少なく，研究実施国は日本に限定していた．生活

空間に影響を及ぼす因子は身体機能的要因と心理的要因および環境的要因などの多因子が関与し

ており，多方面からアプローチする必要性がある．またウォーキングイベントなどの行動科学的介入も効

果が期待できる．今後，この分野における質の高い研究成果の蓄積が望まれる． 
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